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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生産する製品の生産予定情報を記録した生産予定データと、製品を構成する部品の種類
及び数量を記録した部品構成マスタデータと、部品に関する情報を記録した部品マスタデ
ータと、製品の生産に必要な部品の現在の在庫情報を記録した部品在庫データと、過剰部
品数を算出する条件を記録した過剰部品数算出条件データとを記憶した記憶装置を参照可
能な中央処理装置が行う部品出庫要求方法であって、
　前記過剰部品数算出条件データは、在庫場所別の部品在庫数を反映するか否か、生産予
約済み部品を在庫数に反映するか否か、回転在庫を反映するか否か、梱包単位を反映する
か否か等の在庫数量を計算する上での制約条件に関する情報であり、
　入力装置が、現在の生産予定データの入力を受け付け、前記記憶装置における前記生産
予定データを、入力された生産予定データに更新し、
　前記中央処理装置が、前記記憶装置の生産予定データと、部品構成マスタデータと、部
品マスタデータとに基づいて部品の所要量を計算し、
　前記中央処理装置が、前記部品の所要量と、前記部品在庫データと、前記過剰部品数算
出条件データとに基づいて、部品の出庫要求数を算出し、算出した部品出庫要求数に基づ
いて要求指示を出力することを特徴とする部品出庫要求方法。
【請求項２】
　生産予定データと、部品構成マスタデータと、部品マスタデータと、部品在庫データ過
剰部品数算出条件データとは、毎日更新される、請求項１記載の部品出庫要求方法。
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【請求項３】
　生産する製品の生産予定情報を記録した生産予定データと、製品を構成する部品の種類
及び数量を記録した部品構成マスタデータと、部品に関する情報を記録した部品マスタデ
ータと、製品の生産に必要な部品の現在の在庫情報を記録した部品在庫データと、過剰部
品数を算出する条件を記録した過剰部品数算出条件データとを記憶した記憶装置と、
　前記記憶装置を参照可能な中央処理装置と、
　現在の生産予定データの入力を受け付け、前記記憶装置における前記生産予定データを
、入力された生産予定データに更新する入力装置とを備え、
　前記過剰部品数算出条件データは、在庫場所別の部品在庫数を反映するか否か、生産予
約済み部品を在庫数に反映するか否か、回転在庫を反映するか否か、梱包単位を反映する
か否か等の在庫数量を計算する上での制約条件に関する情報であり、
　前記中央処理装置が、前記記憶装置の生産予定データと、部品構成マスタデータと、部
品マスタデータとに基づいて部品の所要量を計算した後、前記部品の所要量と、前記部品
在庫データと、前記過剰部品数算出条件データとに基づいて、部品の出庫要求数を算出し
、算出した部品出庫要求数に基づいて要求指示を出力することを特徴とする部品出庫要求
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、製造業における各生産工程の生産に必要な部品の出庫を部品倉庫へ要求するた
めの部品出庫要求方法及び装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、製造業の各生産工程においては、部品不足を発生させず、かつ最小の部品在庫で生
産する必要性がより一層高くなっている。中でも源泉工程においては、部品調達期間の関
係上、１ヶ月から３ヶ月程先の完成工程生産計画に基づいて部品発注が行われている場合
が多く、生産時における部品数量の不足や過剰な部品在庫が発生し易い環境下にあるもの
と考えられる。
【０００３】
以下に、従来の部品出庫要求方法について説明する。図１は従来の部品出庫要求装置の概
略構成図である。図１において、３は生産工程の生産予定情報を入力するための入力装置
、２はデータを記憶するための記憶装置、１は中央処理装置、４は結果を表示する表示装
置、７は３で入力した生産予定情報を一定期間分登録した生産予定データ、８は製品を構
成する部品の種類及び数量を登録した部品構成マスタデータ、９は部品に関する情報を登
録した部品マスタデータ、６は所要数計算手段である。
【０００４】
以上のように構成された部品出庫要求装置について、まず源泉工程生産予定情報を完成工
程生産計画に基づいて入力装置３より生産予定データ７に登録する。なお、生産予定情報
には部品所要日時、数量計算に必要な製品品番情報、生産予定日時、数量等が含まれる。
そして、１ヶ月から３ヶ月程先の生産予定データ７、部品構成マスタデータ８、及び部品
マスタデータ９に基づいて所要数要求手段６により部品出庫要求の内容が決定され、要求
指示５が行われる。また、部品出庫要求の内容は表示装置４を用いて表示される。
【０００５】
所要数要求手段６は、生産予定データ７に含まれる製品の生産予定数量と部品構成マスタ
データ８に含まれる当該製品を構成する部品の数量を乗じ、部品マスタデータ９に含まれ
る仕損率情報と要求単位情報に基づいて部品の出庫要求内容を決定するものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような部品出庫要求装置においては、源泉工程における出庫要求
を１ヶ月から３ヶ月程先の完成工程生産計画により部品所要量を計算した情報に基づいて
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行っているため、実際に製品を生産する時期においては生産予定の変更等により部品の正
味必要数が変わるといった問題点を有していた。そのため、製品生産時における部品の不
足や部品在庫量が増大してしまうといった問題が発生している。
【０００７】
かかる問題の発生する原因としては、１ヶ月から３ヶ月程先の完成工程生産計画をもとに
所要量計算した結果で部品出庫要求を行っていることが考えられる。製品の生産を実行す
る際における部品不足の解消や部品在庫量の抑制には、日々変化する源泉工程の生産予定
に基づいて、また実際に製品を生産する時期における過剰部品在庫数を考慮した上で部品
出庫要求を行う必要があるが、従来の方法においては、生産予定の変化を追従することが
できず、実際に製品を生産する時期における過剰部品在庫数を考慮することもできなかっ
た。
【０００８】
本発明は上記問題点を解消するものであり、最新の源泉工程生産計画に基づいて部品所要
数を計算し、過剰部品在庫数を考慮した上で部品出庫要求を行うことにより、源泉工程に
おける生産時の部品不足を防ぐと共に部品在庫量を抑制する部品出庫要求手法及び装置を
提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明にかかる部品出庫要求方法は、生産する製品の生産予
定情報を記録した生産予定データと、製品を構成する部品の種類及び数量を記録した部品
構成マスタデータと、部品に関する情報を記録した部品マスタデータと、製品の生産に必
要な部品の現在の在庫情報を記録した部品在庫データと、過剰部品数を算出する条件を記
録した過剰部品数算出条件データとを記憶した記憶装置を参照可能な中央処理装置が行う
部品出庫要求方法であって、入力装置が、現在の生産予定データの入力を受け付け、前記
記憶装置における前記生産予定データを、入力された生産予定データに更新し、前記中央
処理装置が、前記記憶装置の生産予定データと、部品構成マスタデータと、部品マスタデ
ータとに基づいて部品の所要量を計算し、前記中央処理装置が、前記部品の所要量と、前
記部品在庫データと、前記過剰部品数算出条件データとに基づいて、部品の出庫要求数を
算出し、算出した部品出庫要求数に基づいて要求指示を出力することを特徴とする。
【００１０】
かかる構成により、最新の源泉工程生産予定に応じて、製品の生産に必要な最小限の部品
出庫要求数を算出することができることから、源泉工程における部品不足を防ぎつつ、部
品在庫数の増加を抑制することが可能となる。
【００１１】
　次に、上記目的を達成するために本発明にかかる部品出庫要求装置は、生産する製品の
生産予定情報を記録した生産予定データと、製品を構成する部品の種類及び数量を記録し
た部品構成マスタデータと、部品に関する情報を記録した部品マスタデータと、製品の生
産に必要な部品の現在の在庫情報を記録した部品在庫データと、過剰部品数を算出する条
件を記録した過剰部品数算出条件データとを記憶した記憶装置と、前記記憶装置を参照可
能な中央処理装置と、現在の生産予定データの入力を受け付け、前記記憶装置における前
記生産予定データを、入力された生産予定データに更新する入力装置とを備え、前記中央
処理装置が、前記記憶装置の生産予定データと、部品構成マスタデータと、部品マスタデ
ータとに基づいて部品の所要量を計算した後、前記部品の所要量と、前記部品在庫データ
と、前記過剰部品数算出条件データとに基づいて、部品の出庫要求数を算出し、算出した
部品出庫要求数に基づいて要求指示を出力することを特徴とする。
【００１２】
かかる構成により、最新の源泉工程生産予定に応じて、製品の生産に必要な最小限の部品
出庫要求数を算出することができることから、源泉工程における部品不足を防ぎつつ、部
品在庫数の増加を抑制することが可能となる。
【００１３】
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【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態にかかる部品出庫要求装置について、図面を参照しながら説明
する。図２は、本発明の実施の形態にかかる部品出庫要求装置の概略構成図である。
【００１４】
図２において、３は生産工程における生産予定情報を日々入力するための入力装置を、２
はデータを記憶するための記憶装置を、１は中央処理装置を、４は結果を表示する表示装
置を、７は３で入力した生産予定情報を一定期間分登録した生産予定データを、８は製品
を構成する部品の種類及び数量を登録した部品構成マスタデータを、９は製品を構成する
部品に関する仕損率情報、要求単位情報等を登録した部品マスタデータを、それぞれ示し
ており、従来の部品出庫要求装置と同様の構成である。
【００１５】
本実施の形態においては、部品の必要数量を計算する必要数計算手段１０、製品の生産に
必要な部品の在庫情報を記録した部品在庫データ１１、及び過剰部品数を算出する優先順
位項目を記録した過剰部品数算出条件データ１２を用いる点に特徴を有する。
【００１６】
すなわち、まず日々変化している源泉工程生産予定情報を入力装置３より生産予定データ
７に日々登録することで、生産予定データ７を更新する。なお、入力すべき生産予定情報
としては、部品所要日時、数量計算に必要な製品品番情報、生産予定日時、数量等が含ま
れる。
【００１７】
そして、毎日更新されている生産予定データ７と部品構成マスタデータ８、部品マスタデ
ータ９、部品在庫データ１１、及び過剰部品数算出条件データ１２に基づいて必要数要求
手段１０により部品出庫要求内容が決定され、要求指示５が行われる。また、部品出庫要
求内容は表示装置４を用いて表示される。
【００１８】
必要数計算手段１０は、まず生産予定データ７に含まれる製品の生産予定数量と部品構成
マスタデータ８に含まれる当該製品を構成している部品数とを乗じ、部品マスタデータ９
に含まれる仕損率情報と要求単位情報より仕損率分の上乗せと出庫要求単位における出庫
単位の切り上げを各部品ごとに行い、必要とされる部品の所要数量を計算する。
【００１９】
次に、計算された部品所要数量について、過剰部品算出条件データ１２に基づいて算出さ
れた部品在庫データ１１を考慮することで、実際に要求することができる部品出庫要求数
を決定する。なお、過剰部品算出条件データ１２には、例えば在庫場所別の部品在庫数を
反映するか否か、生産予約済み部品を在庫数に反映するか否か、回転在庫を反映するか否
か、梱包単位を反映するか否か等の在庫数量を計算する上での制約条件に関する情報が記
されている。
【００２０】
以上のように本実施の形態によれば、最新の源泉工程生産計画に基づいて部品の出庫要求
数を計算すること、また出庫要求数の計算時において過剰部品数を考慮することによって
、製品の生産に必要な最小限の部品数量だけ出庫要求することができ、源泉工程における
部品不足を防ぎつつ、部品在庫数の増加を抑制することが可能となる。
【００２１】
【発明の効果】
以上のように本発明は、最新の源泉工程生産計画に基づいて部品の出庫要求数を計算する
こと、また出庫要求数の計算時において過剰部品数を考慮することによって、製品の生産
に必要な最小限の部品数量だけ出庫要求することができ、源泉工程における部品不足を防
ぎつつ、部品在庫数の増加を抑制することが可能となる。
【００２２】
また、部品不足発生を防ぐことによって生産計画の遵守率が高くなり、生産実行直前にお
ける生産予定変更による納期遅れの発生や、設備稼働率の低下、製造リードタイムの増大
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【００２３】
また、本発明によれば、生産品目数や１つの生産品目を構成する部品の種類及び数量が多
い源泉工程においても、部品必要数計算及び要求指示を高速に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来の部品出庫要求装置の概略構成図
【図２】　本発明の実施の形態にかかる部品出庫要求装置の概略構成図
【符号の説明】
１　中央処理装置
２　記憶装置
３　入力装置
４　表示装置
５　要求指示
６　所要数計算手段
７　生産予定データ
８　部品構成マスタデータ
９　部品マスタデータ
１０　必要数計算手段
１１　部品在庫データ
１２　過剰部品数算出条件データ

【図１】 【図２】
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